
いちごドリルプリント

金融と日本銀行 名前

問1 景気が過熱して物価が上がり続けるインフレーションの状態にあるとき、中央銀行である日本銀行が行う政策について述べたものとして、最も
適切なものはどれですか。 （2024年 沖縄県公立入試 類似）

1. 日本銀行が保有する国債を民間銀
行に売り、市場の通貨量を増やすこ
とで、利子（金利）を低下させる。

2. 日本銀行が保有する国債を民間銀
行に売り、市場の通貨量を減らすこ
とで、利子（金利）を上昇させる。

3. 日本銀行が民間銀行から国債を買
い取り、市場の通貨量を増やすこと
で、利子（金利）を低下させる。

4. 日本銀行が民間銀行から国債を買
い取り、市場の通貨量を減らすこと
で、利子（金利）を上昇させる。

問2 日本銀行が実施する「売りオペレーション」と呼ばれる政策において、日本銀行と民間金融機関の間で行われる具体的なやり取りと、その直接
的な効果を組み合わせたものとして正しいものはどれですか。 （2022年 栃木県公立入試 類似）

1. 日本銀行が国債を「売り」、民間
銀行から通貨を回収することで、市
場の通貨量を「減少」させる。

2. 日本銀行が国債を「買い」、民間
銀行へ通貨を支払うことで、市場の
通貨量を「増加」させる。

3. 民間銀行が国債を「売り」、日本
銀行から通貨を受け取ることで、市
場の通貨量を「増加」させる。

4. 日本政府が国債を「発行」し、日
本銀行がそれを直接引き受けること
で、市場の通貨量を「一定」に保つ
。

問3 日本銀行が景気の安定を図るために行う「公開市場操作」について、景気の状態とそれに応じた日本銀行の行動の組み合わせとして正しいもの
はどれですか。 （2018年 高知県公立入試 類似）

1. 好景気のとき、日本銀行が政府に
働きかけて減税を実施させ、通貨量
を増やす。

2. 不景気のとき、日本銀行が国債を
買い入れて市場の通貨量を増やす。

3. 好景気のとき、日本銀行が国債を
買い入れて市場の通貨量を増やす。

4. 不景気のとき、日本銀行が国債を
売却して市場の通貨量を減らす。

問4 中央銀行である日本銀行が行う業務のうち、「発券銀行」としての役割にあてはまる説明として最も適当なものはどれですか。 （2025年

徳島県公立入試 類似）

1. 一般の企業や個人に対して資金の
貸し出しや口座開設を行う。

2. 国内で流通する紙幣（日本銀行券
）を独占的に発行・管理する。

3. 税金の収納や国債の発行など、国
の資金に関する業務を行う。

4. 市中の一般の銀行に対して資金の
貸し出しや預金の受け入れを行う。

問5 景気が悪化し、企業の倒産や失業者の増大が懸念される状況において、日本銀行がとるべき「買いオペレーション」の仕組みについて正しく説
明しているものを選びなさい。 （2019年 千葉県公立入試 類似）

1. 日本銀行が民間銀行に対して預金
準備率を上げるよう指示し、貸し出
しを制限させる。

2. 日本銀行が民間銀行から国債を購
入し、その代金を支払うことで市場
に資金を供給する。

3. 政府が発行した新しい国債を日本
銀行が直接すべて引き受け、公共事
業の資金に充てる。

4. 日本銀行が保有する国債を民間銀
行に売却し、市場から資金を吸い上
げる。

問6 日本の経済において、一般の銀行とは別に、各国に一つ置かれる「中央銀行」は非常に重要な役割を担っています。日本の中央銀行である日本
銀行が、わが国で唯一、紙幣（日本銀行券）を発行することができる役割を何と呼びますか。 （2025年 埼玉県公立入試 類似）

1. 発券銀行 2. 国立銀行 3. 銀行の銀行 4. 政府の銀行

問7 物価が上がり続け、景気が過熱しすぎていると判断される場合、日本銀行が行う「売りオペレーション」による影響として正しいものはどれで
すか。 （2020年 愛媛県公立入試 類似）

1. 日本銀行が銀行に国債を売ること
で、銀行の資金が減り、金利が上が
ることで企業の借り入れが抑制され
る。

2. 日本銀行が紙幣を大量に発行して
政府に供給することで、政府の借金
を肩代わりし、財政の健全化を図る
。

3. 日本銀行が円を売って外国通貨を
買うことで、円安を誘導し、日本の
輸出企業の利益を増やす。

4. 日本銀行が銀行から国債を買うこ
とで、銀行の資金が増え、金利が下
がることで個人の消費が拡大する。

問8 不況（景気後退）の際、日本銀行が景気を刺激するために、民間の金融機関との間で行う「買いオペレーション」の仕組みとして、最も適切な
ものはどれですか。 （2024年 香川県公立入試 類似）

1. 日本銀行が政府から直接国債を買
い取り、公共事業のための予算を増
やすことで消費を促す。

2. 日本銀行が民間金融機関から国債
などを買い入れ、代金を支払うこと
で市場の通貨量を増やす。

3. 日本銀行が各金融機関の預金準備
率を引き上げることで、銀行が貸し
出せる資金の量を制限する。

4. 日本銀行が民間金融機関に国債な
どを売却し、代金を回収することで
市場の通貨量を減らす。

問9 好況時に日本銀行が行う金融政策において、日本銀行と市中銀行の間で行われる「国債」のやり取りと、その結果として生じる「通貨量」の変
化の組み合わせとして、正しいものはどれですか。 （2026年 兵庫県公立入試 類似）

1. 日本銀行が国債を売り、市場の通
貨量が減少する。

2. 日本銀行が国債を売り、市場の通
貨量が増加する。

3. 日本銀行が国債を買い、市場の通
貨量が減少する。

4. 日本銀行が国債を買い、市場の通
貨量が増加する。

問10 1980年代後半から1990年代初めにかけて、日本の経済において、実体経済の動きとは無関係に土地や株式の価格が異常に上昇した現象を何と
呼びますか。 （2025年 島根県公立入試 類似）

1. デフレーション 2. オイルショック 3. バブル経済 4. 高度経済成長

問11 景気が過熱して物価が上がり続けるインフレの恐れがあるとき、日本銀行は市場の通貨量を調節することで景気を安定させようとします。この
とき行われる「売りオペレーション」の説明として正しいものはどれですか。 （2018年 福岡県公立入試 類似）

1. 日本銀行が一般の銀行に国債を売
り、市場の通貨量を減らす。

2. 日本銀行が一般の銀行から国債を
買い、市場の通貨量を増やす。

3. 日本銀行が一般の銀行に国債を売
り、市場の通貨量を増やす。

4. 日本銀行が一般の銀行から国債を
買い、市場の通貨量を減らす。

問12 日本銀行が「発券銀行」として、日本銀行券を独占的に発行し、その流通量を管理している最も大きな目的は何ですか。 （2023年 愛媛県公立入試 類似）

1. 政府の財政赤字を埋めるために、
必要なだけ紙幣を増やすため。

2. 国民が自由に紙幣を印刷できるよ
う、技術提供を行うため。

3. 世の中の通貨の量を調整すること
で、物価の安定を図るため。

4. 一般の銀行の利益を最大化するた
めに、金利を固定するため。

問13 銀行などの金融機関と家計との関係において、家計が将来の備えなどのために銀行へお金を預けることを「預金」といいます。これに対し、家
計が住宅の購入などのために銀行から資金を借り入れた際、借りた元の金額（元金）に、あらかじめ決められた利率に応じた利子を加えて、最
終的に銀行へ支払う合計金額のことを何といいますか。 （2025年 京都府公立入試 類似）

1. 配当金 2. 返済総額 3. 預金残高 4. 元金


